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研究の動機

・１つのトピック（商品、システム、映画など）に対して、SNSやレ
ビュー欄からどんな感情を持ったのかを知りたく、評価値を作成する
ことで分析、理解しやすくなると考えたため。

研究の目的

・星を用いた５段階評価や数字での評価などがない、レビューやSNS
などからトピックに対する（個々や全体）評価が明確になる。

・比較、類似している物がわかることで分析対象の理解が深まる。



システムの作成順序

• レビュー（テキスト）から文を抜き取り、前処理

• 形態素解析を用いて、品詞ごと分解

• 感情分析を行い、単語ごとに数値化する

• 数値の平均でポジティブ、ネガティブ判定（未定）

• 出現頻度の高い固有名詞を表示（同じトピックの文から）

• 数値からポジ、ネガの判定を分類分けし、固有名詞の集計で内容の把握

文章が無いレビューの除外
日本語ではない文章の除外



作成するシステム
• テキストからポジティブ、ネガティブを判定し、数値ではなく基準を設け５段階に
分ける。

１.Very Neg ２.Neg ３.Neutral ４.Pos ５Very Pos

とても悪い 悪い 普通 良い とてもいい
• テキストの中から出現頻度の高い単語を出す。

• トピック全体の判定

• 上記三つを表示できるシステム

• 実際にレビューやコメントを書いた本人が感じている感情の度合いと類似するかを
図るため、評価値がついているテキストを対象にして作成する。

• 映画.comやamazonなどで出力を調べつつ実際の数字や評価と同じ評価値を出力す
るかで検証し改良していく。

検証



進捗（１）
•品詞ごとに分解するために用いるMeCabを動かした。

•文章は２０００字（コナンの映画レビュー５件）

• Matplotlibで名詞だけを抜き取りグラフ化した



進捗（２）

•映画レビューのウェブサイトのレビュー欄を抽出した。

• HTMLの要素を指定してCSVファイルとして保存。



進捗（３）
•現段階では事前学習済みモデルを用いて動作確認、他の感情分析のやり方
を調べている段階

出力

• Labelがポジティブ、ネガティブ出力

• scoreが高ければ判定が正確、低ければ曖昧であり中立



現状と今後の予定

現状

・形態素解析から頻出単語を表示

・感情分析を行った

・ウェブサイトからレビューだけを抜き出しcsvファイルに保存

予定

１,感情分析を行う上での方法を考える。（BERTについての理解）

２,csvファイルから読み込む形で形態素解析、感情分析を行いたい

３,類似研究との差別化について考える

（テキストの分野を絞っていないので、精度ではなく結果を視覚化しやすくなる機
能追加で考えていく）
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